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 稚内海上保安部 

 次長 吉本 昭雄 

  ℡０１６２－２４－８８１０ 

 

平成３０年船舶事故及び人身事故の発生状況について(速報値) 

 

平成３０年に稚内海上保安部管内で発生した船舶事故及び人身事故の発生状況について取りま

とめましたのでお知らせします。 

 
◆ 船舶事故（別紙１のとおり） 

船舶事故の隻数は５隻（前年比４隻減） 
このうち船舶事故による死亡者数は１人（前年比増減なし） 

◆ 人身事故（別紙２のとおり） 
人身事故者数は９人（前年比１３人減） 
このうち人身事故による死亡・行方不明者数は５人（前年比５人減） 

 
 １ 船舶事故の発生状況(詳細は別紙１のとおり) 
  船舶事故の隻数は５隻で、過去５年で最少となり前年に比べ４隻減少しました。 
  船種別では、漁船が４隻(前年比２隻減)、貨物船が１隻(前年比１隻増)となっており、プレジ
ャーボートの事故隻数については、平成２５年以来の０隻(前年比３隻減)でした。 
  事故の減少については、管内で最もプレジャーボートの活動が活発となる秋サケ釣りシーズ

ンに関係機関と連携し実施した事故防止活動や年間を通じて行った活動等により安全意識が浸

透し、漁業関係者やプレジャーボート運航者が安全に活動したことによるものと思料されます。 
 
 ２ 人身事故の発生状況(詳細は別紙２のとおり) 
  人身事故者数は９人で、過去５年で最少となり前年に比べ１３人減少しました。 
  事故種別では、船舶事故によらない乗船者の人身事故者数は４人(前年比９人減)、マリンレ
ジャーに伴う海浜事故者数１人(前年比１人減)、マリンレジャー以外に伴う海浜事故者数４人
(前年比３人減)でした。 
  特に、船舶事故によらない乗船者の人身事故のなかの負傷事故者数が昨年の９人から２人と

なり大幅に減少しました。 
  安全意識が浸透し、漁業関係者、海上工事関係者等が安全に活動したことによるものと思料

されます。 
 
  稚内海上保安部では、引き続き船舶事故及び人身事故の未然防止のため、船舶への訪船指導

及び釣り人等のマリンレジャー愛好家等への安全推進活動を実施していきます。 



                                       
別紙 １ 

１ 船舶事故 

船舶事故の隻数は５隻で前年に比べ４隻減少しました。 
このうち船舶事故による死亡者数は１人で、前年に比べ増減なしでした。 
 

（１） 船種別 
船種別にみると、漁船が４隻（前年比２隻減）、貨物船が１隻（前年比１隻増）となって

います。 

   

※ 事故隻数は過去５年で最少の５隻 

  ※ プレジャーボートの事故隻数は過去５年で最少の０隻（発生隻数０隻は平成２５年以来） 

  

（２）事故種別 

事故種類別では、推進器障害が２隻（前年比増減なし）、乗揚が１隻（前年比１隻増）、

転覆が１隻（前年比増減なし）、機関故障が１隻（前年比１隻増）となっています。 

       

  ※ 転覆事故は過去５年で最少の１隻 

  ※ 推進器障害は過去５年で最多だった昨年と同様の２隻 



                                     

 

（３）日本船舶の事故隻数 

    船舶事故５隻のうち、日本船舶の事故隻数は４隻（前年比４隻減）です。 

 

（４）外国船舶の事故隻数 

    船舶事故５隻のうち、外国船舶の事故隻数は１隻（前年比増減なし）です。 

 

（５）船舶事故による死亡者数 

    船舶事故による死亡者数は１人（前年比増減なし）であり、昨年４月３０日に宗谷岬付近

海域で発生した漁船の転覆事故によるものです。 
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別紙 ２ 

２ 人身事故 

人身事故者数は９人で前年に比べ１３人減少しました。 

    このうち死亡・行方不明者数は５人で、前年に比べ５人減少しました。 

 
※ 人身事故者数は過去５年で最少の９人 
※ 死亡・行方不明者数は全体の約６割を占める。 
 

（１） 船舶事故によらない乗船者の人身事故者数 
①  船舶事故によらない乗船者の人身事故者数は４人（前年比９人減）で、このうち死亡・行
方不明者数は２人（前年比２人減）となっています。 

②  事故種類別の人身事故者数は、「海中転落」２人（前年比１人減）うち死亡・行方不明者
数は２人（前年比１人減）、「負傷」２人（前年比７人減）となっています。 

 
   ※ 事故者の総数は過去５年で最少の４人 
   ※ 死亡・行方不明者の２人は海中転落によるもの 

※ 負傷２人は昨年の９人から大幅に減少 
 



                                     

 

（２） マリンレジャーに伴う海浜事故 

マリンレジャーに伴う海浜事故者数は１人（前年比１人減）で、このうち死亡・行方不明

者数は１人（前年比増減なし）となっています。 

 
   ※ 釣り中の事故は０人 

※ スキューバダイビング中の死亡事故（帰還不能）が１人 

 

（３） マリンレジャー以外に伴う海浜事故 

  マリンレジャー以外に伴う海浜事故は４人（前年比３人減）で、このうち死亡・行方不明

者数は２人（前年比３人減）となっています。 

 

   ※ 負傷２人、海中転落１人、その他１人 

 

       
 
 


